
リ
サ
イ
ク
ル
の
現
実
／
家
電
・
自
動
車
・
容
器
包
装
・
食
品
・
建
設

循環型社会へ着実な歩み

自
動
車

容
器
包
装

家
　
　
電

　家電、自動車、容器包装、食品、建設の各リサイク
ル制度が日本の資源循環を支えている。エコポイント
制度や地上デジタル放送への完全移行に猛暑も加わ
り、 年度の家電のリサイクル台数は過去最高を２
年連続で更新した。自動車各社の再資源化率も向上。
また、日本で培われたリサイクル技術は、家電リサイ
クル制度が始まった中国の資源循環型社会の形成にも
生かされようとしている。製品の消費に伴って発生す
る容器や包装材では、業界団体が自主的に高いリサイ
クル目標を設定し、循環型社会のさらなる進展に努め
ている。食品廃棄物についてはリサイクル率が向上し
ており、生産工程で発生する食品廃棄物を商品化して
有効利用する取り組みも始まっている。建設では東日
本大震災による災害廃棄物（がれき）処理への適切な
対応が望まれている。

リ
サ
イ
ク
ル
台
数
最
高
国
内
工
場
、
処
理
に
追
わ
れ
る

中
国
に
も
波
及
法
施
行
が
追
い
風
に

　
Ｄ
Ｏ
Ｗ
Ａ
エ
コ
シ
ス
テ

ム

東
京
都
千
代
田
区

は
中
国
で
も
家
電
リ
サ
イ

ク
ル
事
業
を
展
開
す
る
。

今
年
１
月
に
天
津
市
の
家

電
リ
サ
イ
ク
ル
工
場
を
稼

働
さ
せ
た
。
こ
れ
で
同
社

の
中
国
の
家
電
リ
サ
イ
ク

ル
工
場
は
江
蘇
省
蘇
州
市

と
合
わ
せ
て
２
拠
点
と
な

っ
た
。
い
ず
れ
も
年
間

万
台
の
家
電
を
処
理
で
き

る
。

　
中
国
で
は

年
１
月
に

中
国
版
家
電
リ
サ
イ
ク

ル
法

と
呼
ば
れ
る
「
廃

棄
電
器
電
子
製
品
回
収
処

理
管
理
条
例
」
が
施
行
さ

れ
た
。
テ
レ
ビ
、
冷
蔵

庫
、
洗
濯
機
、
エ
ア
コ
ン

に
加
え
パ
ソ
コ
ン
も
回
収

対
象
。
ま
た
、
消
費
者
が

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
券
を
購

入
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
制
度

を
支
え
る
日
本
と
違
い
、

中
国
で
は
リ
サ
イ
ク
ル
業

者
が
消
費
者
か
ら
有
償
で

廃
家
電
を
引
き
取
る
。
細

部
で
日
本
と
の
違
い
は
あ

る
が
、
中
国
に
も
家
電
リ

サ
イ
ク
ル
の
市
場
が
生
ま

れ
た
。

　
Ｄ
Ｏ
Ｗ
Ａ
エ
コ
シ
ス
テ

ム
は
中
国
３
拠
点
目
を
江

西
省
鷹
潭
市
で
建
設
し
、

今
年

月
に
稼
働
さ
せ

る
。
さ
ら
に
パ
ナ
ソ
ニ
ッ

ク
、
住
友
商
事
、
現
地
企

業
と
の
４
社
合
弁
に
よ
る

リ
サ
イ
ク
ル
工
場
を

年

１
月
に
稼
働
さ
せ
る
計
画

だ
。
建
設
地
は
パ
ナ
ソ
ニ

ッ
ク
の
中
国
工
場
が
集
積

す
る
浙
江
省
杭
州
市
。
中

国
４
拠
点
目
で
初
め
て
家

電
メ
ー
カ
ー
と
手
を
組

み
、

年
に
は
年
間
１
０

０
万
台
を
処
理
す
る
。

▲

Ｄ
Ｏ
Ｗ
Ａ
エ
コ
シ
ス

テ
ム
が
１
月
に
稼
働
さ

せ
た
中
国
・
天
津
の
家

電
リ
サ
イ
ク
ル
工
場

食
　
　
品

３Ｒ推進団体連絡会の第二次自主行動計画

項　目 年度のリサイクル目標数値

ガラス瓶 リサイクル率 ％以上

ペットボトル リサイクル率 ％以上を維持

紙製容器包装 回収率 ％以上

プラスチック製容器包装 収集率 ％

スチール缶 リサイクル率 ％以上を維持

アルミ缶 リサイクル率 ％以上を維持

飲料用紙容器 回収率 ％以上
段ボール 回収率 ％以上を維持

米
と
ぎ
汁
か
ら
飼
料
自
給
率
向
上
に
一
役

再
商
品
化
で
有
効
利
用
「
ト
レ
ー
ｔ
ｏ
ト
レ
ー
」
手
法
も

震災がれき２５００万�分別再生、塩害との戦い建
　
　
設 再資源化進むＡＳＲ大手３社、軒並み高水準

　　 ２０１１年 平成２３年 ７月２９日 金曜日 （第２部） 　　 （ ）

▲
仙
台
市
内
で
発
生
し
た
震
災

廃
棄
物
の
処
理
に
関
す
る
現

場
実
証
試
験
６
月

　
食
品
リ
サ
イ
ク
ル
も
着
実

に
進
ん
で
い
る
。
農
林
水
産

省
に
よ
る
と
、
食
品
廃
棄
物

の
発
生
量
は
年
間
１
１
３
５

万

前
後
で
推
移
し
て
い

る
。
リ
サ
イ
ク
ル
率
は

年

に

％
超
え
る
と
毎
年
上

昇
。
食
品
リ
サ
イ
ク
ル
法
で

規
定
さ
れ
て
い
る
肥
料
・
飼

料
、
油
脂
製
品
、
メ
タ
ン
な

ど
の
用
途
に
限
っ
て
も

％

近
い
と
思
わ
れ
る
。
農
水
省

が
公
表
し
た

年
度
の
実
績

で
は

％
が
同
法
で
規
定
し

て
い
る
用
途
で
リ
サ
イ
ク
ル

さ
れ
た
。
今
年
８
月
に

、

年
度
の
実
績
を
公
表
す

る
。

　
生
産
工
程
で
発
生
す
る
廃

棄
物
の
再
商
品
化
に
取
り
組

む
中
小
食
品
メ
ー
カ
ー
も
多

い
。
み
た
け
食
品
工
業

埼

玉
県
戸
田
市

は
米
粉
や
上

新
粉
の
生
産
で
発
生
す
る
洗

米
排
水

と
ぎ
汁

の
飼
料

化
を
始
め
た
。
洗
米
排
水
を

高
濃
度
で
圧
縮
し
、
豚
に
と

っ
て
栄
養
価
の
高
い
液
体
状

飼
料
に
再
利
用
す
る
。

　
農
業
・
食
品
産
業
技
術
総

合
研
究
機
構
畜
産
草
地
研
究

所

茨
城
県
つ
く
ば
市

な

ど
で
飼
料
を
試
験
し
た
と
こ

ろ
、
豚
の
消
化
器
官
を
良
好

に
保
ち
、
ふ
ん
尿
の
臭
い
を

抑
え
る
効
果
が
認
め
ら
れ

た
と
い
う
。
洗
米
排
水
を
飼

料
化
し
、
肉
製
品
の
生
産
に

役
立
て
い
る
こ
と
が
食
料
自

給
率
の
向
上
に
も
つ
な
が

る
。

　
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
法
に

よ
る
メ
ー
カ
ー
別
の

年
度

実
績
を
み
る
と
、
ト
ヨ
タ
自

動
車
の
自
動
車
破
砕
残
さ

Ａ
Ｓ
Ｒ

の
引
き
取
り
は

万
台
で
、
前
年
度
比
６
・

７
％
減
。
重
量
ベ
ー
ス
で
の

再
資
源
化
率
は

％
で
、
前

年
度
か
ら
４

上
昇
し
、
同

法
の

年
度
法
定
基
準
の
再

資
源
化
率

％
を
上
回
っ

た
。
エ
ア
バ
ッ
グ
類
は

万

台
で
同

・
５
％
増
、
再
資

源
化
率
は

％
と
前
年
度
と

同
水
準
だ
っ
た
。
フ
ロ
ン
類

は

万
台
で
同
６
・
３
％
減

少
し
た
。
Ａ
Ｓ
Ｒ
か
ら
作
ら

れ
た
防
音
材
搭
載
車
両
が
累

計
２
０
０
０
万
台
に
達
し

た
。

　
日
産
自
動
車
の

年
度
実

績
は
Ａ
Ｓ
Ｒ
が

万
台
、
再

資
源
化
率
は

・
７
％
で
、

同
２

ア
ッ
プ
。
エ
ア
バ
ッ

グ
類
は

万
台
を
処
理
し
、

再
資
源
化
率
は

・
３
％
。

追
浜
工
場

神
奈
川
県
横
須

賀
市

の
焼
却
炉
の
一
部
を

改
良
し
、
自
社
設
備
で
の
Ａ

Ｓ
Ｒ
の
再
資
源
化
も
推
進
し

て
リ
サ
イ
ク
ル
し
や
す
い
自

動
車
の
設
計
に
生
か
し
て
い

る
。

　
同
じ
く

年
度
実
績
で

は
、
ホ
ン
ダ
は
Ａ
Ｓ
Ｒ
で

万
台
を
処
理
し
た
。
再
資
源

化
率
は

・
０
％
で
、
同
３

・
４

の
上
昇
。
エ
ア
バ
ッ

グ
類
は

万
台
を
処
理
し
、

再
資
源
化
率
は

・
１
％
。

マ
ツ
ダ
は
Ａ
Ｓ
Ｒ
が

万

台
、
再
資
源
化
率
は

・
１

％
だ
っ
た
。

　
環
境
省
が
試
算
し
た
東
日

本
大
震
災
に
よ
る
東
北
３
県

の
災
害
廃
棄
物

が
れ
き

は
約
２
５
０
０
万

。
８
月

末
ま
で
に
住
居
や
避
難
所
周

辺
か
ら
撤
去
す
る
と
い
う
復

旧
の
第
１
ス
テ
ッ
プ
は
ク
リ

ア
で
き
る
見
通
し
に
あ
る

が
、
市
町
村
の
仮
置
き
場
に

積
み
上
げ
ら
れ
た
が
れ
き
は

最
低
で
も
通
常
の
廃
棄
物
発

生
量
の
十
数
年
分
と
さ
れ

る
。
が
れ
き
の
山
を
解
消
し

な
け
れ
ば
、
復
興
は
果
た
し

得
な
い
だ
ろ
う
。

　
金
属
は
分
別
す
れ
ば
素
材

と
し
て
再
生
が
容
易
で
、
通

常
な
ら
廃
木
材
も
チ
ッ
プ
状

に
破
砕
し
て
家
具
な
ど
に
使

わ
れ
る
ボ
ー
ド
材
原
料
や
燃

料
に
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
塊
も

路
盤
材
な
ど
に
使
え
る
。
だ

が
、
こ
こ
で
も
津
波
を
か
ぶ

っ
た
農
地
と
同
様
に
塩
害
が

立
ち
は
だ
か
る
。

　
廃
木
材
は
ボ
ー
ド
材
原
料

に
す
る
た
め
に
は
柱
や
梁
な

は
り

ど
だ
っ
た
良
質
材
を
選
別
す

る
手
間
が
か
か
り
、
燃
料
化

が
手
っ
取
り
早
い
と
思
わ
れ

が
ち
だ
。

　
し
か
し
塩
分
を
含
ん
だ
ま

ま
燃
や
す
と
ボ
イ
ラ
を
傷

め
、
焼
却
処
分
も
燃
焼
温
度

が
低
い
と
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
発

生
の
リ
ス
ク
を
伴
う
。
コ
ン

ク
リ
ー
ト
塊
も
そ
の
ま
ま
で

は
強
度
劣
化
が
懸
念
さ
れ
る

ほ
か
、
路
盤
材
で
は
塩
分
流

出
に
よ
る
農
作
物
な
ど
へ
の

二
次
被
害
を
起
こ
し
か
ね
な

い
。

　
が
れ
き
の
大
半
を
占
め
る

廃
木
材
に
つ
い
て
、
政
府
は

電
力
不
足
も
背
景
に
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
で
有
効
活
用
す
る

方
策
を
検
討
し
、
被
災
地
へ

の
発
電
プ
ラ
ン
ト
設
置
の
可

能
性
も
探
っ
て
い
る
。
と
は

い
え
、
ま
だ
復
興
に
向
け
た

道
筋
は
お
ぼ
ろ
げ
だ
。

　
環
境
省
に
よ
る
と
、
家
電

リ
サ
イ
ク
ル
法
に
基
づ
い
た

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
の

年
度

実
績
は
２
７
７
０
万
台
で
、

前
年
度
比

・
４
％
増
と
な

っ
た
。
エ
ア
コ
ン
、
テ
レ

ビ
、
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
、
洗

濯
機
・
衣
類
乾
燥
機
の
回
収

対
象
４
製
品
全
て
で
前
年
度

実
績
を
上
回
っ
た
。
中
で
も

テ
レ
ビ
、
エ
ア
コ
ン
が
と
も

に
同

％
前
後
の
高
い
伸
び

を
示
し
た
。

　
テ
レ
ビ
の
う
ち
ブ
ラ
ウ
ン

管

Ｃ
Ｒ
Ｔ

式
は
、
同

・
３
％
増
の
１
７
３
７
万
台

で
、
２
年
前
と
比
べ
る
と
３

・
２
倍
と
急
増
。

年
７
月

の
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の

完
全
移
行
と
、
景
気
刺
激
策

と
し
て
始
ま
っ
た
政
府
に
よ

る
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
が
買
い
替

え
を
促
し
、
廃
棄
さ
れ
る
Ｃ

Ｒ
Ｔ
式
が
増
え
た
。

　

年
度
か
ら
回
収
対
象
と

な
っ
た
液
晶
・
プ
ラ
ズ
マ
テ

レ
ビ
の

年
度
実
績
は
、

万
台
で
前
年
度
の
２
倍
に
な

っ
た
。
発
売
初
期
の
液
晶
・

プ
ラ
ズ
マ
テ
レ
ビ
が
買
い
替

え
時
期
を
迎
え
た
た
め
増
加

し
た
。
Ｃ
Ｒ
Ｔ
に
つ
い
て
は

年
度
以
降
、
一
段
落
す
る

と
み
ら
れ
、
今
後
は
液
晶
・

プ
ラ
ズ
マ
テ
レ
ビ
の
増
加
が

予
想
さ
れ
る
。

　
エ
ア
コ
ン
は
同

・
９
％

増
の
３
１
４
万
台
。
エ
コ
ポ

イ
ン
ト
に
加
え
猛
暑
も
影
響

し
た
。
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
は

同

・
１
％
増
の
３
４
０
万

台
、
洗
濯
機
・
乾
燥
機
は
同

１
・
６
％
増
の
３
１
４
万
台

だ
っ
た
。

　
引
き
取
る
廃
家
電
の
急
増

に
対
し
、
家
電
リ
サ
イ
ク
ル

工
場
は
夜
間
や
休
日
の
勤
務

で
対
応
し
た
。
リ
サ
イ
ク
ル

工
場
で
処
理
さ
れ
、
有
価
物

と
し
て
回
収
さ
れ
た
割
合
を

示
す
再
商
品
化
率
は
、
エ
ア

コ
ン
が

％
、
Ｃ
Ｒ
Ｔ
式
が

％
、
液
晶
・
プ
ラ
ズ
マ
が

％
、
同
冷
凍
庫
が

％
、

同
乾
燥
機
が

％
と
い
ず
れ

も
前
年
並
み
を
キ
ー
プ
し

た
。

　
市
町
村
か
ら
日
本
容
器
包

装
リ
サ
イ
ク
ル
協
会
に
引
き

取
ら
れ
、
同
協
会
が
再
商
品

化
し
た

年
度
の
実
績
は
、

ガ
ラ
ス
瓶
が
前
年
度
比
１
・

６
％
増
の

万
２
０
９
０

だ
っ
た
。
そ
の
う
ち
瓶
原
料

に
再
生
さ
れ
た
の
が

・
２

％
で
同
１

上
昇
し
た
。
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
は
同
３
・
２
％

減
の

万
３
１
９
２

が
再

商
品
化
さ
れ
た
。
内
訳
は
繊

維
が

・
１
％
、
シ
ー
ト
が

・
６
％
な
ど
。
紙
製
容
器

包
装
は
同

・
５
％
増
の
２

万
７
２
９
７

が
再
商
品
化

さ
れ
、
そ
の
う
ち

・
８
％

が
製
紙
原
料
に
使
わ
れ
た
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
は
同
６

・
３
％
増
の

万
８
６
８
１

。
こ
の
う
ち

・
１
％
が

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
に
、

・
９
％
が
コ
ー
ク
ス
炉
化
学

原
料
に
有
効
利
用
さ
れ
た
。

　
ガ
ラ
ス
瓶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
な
ど
容
器
・
包
装
に
関
連

す
る
リ
サ
イ
ク
ル
８
団
体
で

構
成
す
る
「
３
Ｒ
推
進
団
体

連
絡
会
」
は
、

年
３
月
に

廃
棄
物
の
３
Ｒ

リ
デ
ュ
ー

ス
、
リ
ユ
ー
ス
、
リ
サ
イ
ク

ル

に
関
す
る
第
二
次
自
主

行
動
計
画
を
ま
と
め
た
。

年
度
ま
で
の
５
年
間
で
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
の
リ
サ
イ
ク
ル
率

％
以
上
を
維
持
す
る
と
し

て
い
る
。

　
エ
フ
ピ
コ
は
食
品
ト
レ
ー

を
ス
ー
パ
ー
な
ど
の
店
頭
か

ら
回
収
し
、
自
社
プ
ラ
ン
ト

で
食
品
ト
レ
ー
に
再
生
す
る

ト
レ
ー
ｔ
ｏ
ト
レ
ー

の

「
エ
フ
ピ
コ
方
式
」
を
確

立
。

年
２
月
に
は
日
本
環

境
協
会
が
創
設
し
た
第
１
回

の
エ
コ
マ
ー
ク
ア
ワ
ー
ド
の

金
賞
を
受
賞
し
た
。


